
(57)【要約】

【課題】本発明は、妻側（前側）及び側方いずれの方向

からも、モニターパネルを正面から操作できるようにす

るとともに、防振構造を備えるモニター装置を提案する

。

【解決手段】コンテナ１０に搭載され、コンテナ室内を

冷却するコンテナ用冷凍装置１１において、コンテナ室

内の温度確認及び温度設定等を行なうモニター装置６０

が配されるモニター装置室に、平面視において回動する

回動機構７０を備え、該回動機構７０にモニター装置６

０を取付けるとともに、前記回動機構７０のモニター装

置室との枢結部、そして、前記モニター装置６０の回動

機構７０との取付部に、弾性体を挟装した。

【選択図】　　　　図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ン テ ナ に 搭 載 さ れ 、 コ ン テ ナ 室 内 を 冷 却 す る コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置 に お い て 、 冷 凍 装 置 の
温 度 設 定 や 表 示 等 を 行 な う モ ニ タ ー 装 置 を 冷 凍 装 置 の 筐 体 内 に 配 さ れ る モ ニ タ ー 装 置 室 の
上 下 に 、 平 面 視 に お い て 回 動 す る 回 動 機 構 を 備 え 、 該 回 動 機 構 に モ ニ タ ー 装 置 を 取 付 け た
、 こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 回 動 機 構 に お い て 、 モ ニ タ ー 装 置 室 と 枢 結 部 に 、 弾 性 体 を 挟 装 し た 、 こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 モ ニ タ ー 装 置 に お い て 、 回 動 機 構 と の 取 付 部 に 、 弾 性 体 を 挟 装 し た 、 こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 回 動 機 構 は 、 モ ニ タ ー 装 置 を 所 定 の 向 き に 向 か せ る 位 置 で 回 動 を 規 制 す る 規 制 手 段 を
備 え る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 規 制 手 段 は 、 規 制 位 置 で の モ ニ タ ー 装 置 の 向 き を 維 持 す る ロ ッ ク 機 構 を 備 え る 、 こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 コ ン テ ナ に 着 脱 自 在 に 搭 載 さ れ る 冷 凍 装 置 の 構 成 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 該 冷
凍 装 置 に 備 え る モ ニ タ ー 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 冷 凍 コ ン テ ナ を 貨 物 車 両 等 に 搭 載 し た 場 合 、 後 側 は 扉 と し て 、 前 側 （ 以 下 妻 側 と す
る ） に 冷 凍 装 置 を 配 置 す る よ う に し て い る 。 該 冷 凍 コ ン テ ナ の 妻 側 に 冷 凍 装 置 を 着 脱 自 在
に 搭 載 す る こ と で 、 室 内 温 度 を 所 定 温 度 に 維 持 し 、 ま た 、 該 冷 凍 装 置 に は コ ン テ ナ 室 内 の
温 度 確 認 及 び 温 度 設 定 、 エ ン ジ ン 発 電 機 の 発 停 の 時 間 設 定 等 を 行 な う た め の モ ニ タ ー 装 置
が 備 え ら れ て い る 。
こ の モ ニ タ ー 装 置 は 、 そ の モ ニ タ ー パ ネ ル を 妻 側 に 向 け て 配 置 し 、 モ ニ タ ー 装 置 室 に 固 設
さ れ て お り 、 妻 側 か ら の み 確 認 ・ 設 定 操 作 が 行 な え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す ご と く 、 貨 物 車 両 に 縦 列 し て 載 せ ら た 状 態 に お け る 隣 接 す る
冷 凍 コ ン テ ナ １ ０ ０ ・ １ ０ ０ 同 士 の 間 隔 Ｌ １ は 、 実 際 に は １ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 の 狭 い 間 隔 と な
っ て い る 。
こ の た め 、 貨 物 車 両 に 載 せ た 状 態 で は 、 確 認 ・ 設 定 操 作 が 行 い に く く 、 設 定 ミ ス と い っ た
不 具 合 も 生 じ て い た 。
こ の こ と か ら 、 モ ニ タ ー 装 置 １ ６ ０ の モ ニ タ ー パ ネ ル を 側 方 に 向 け て 備 え る 構 成 も 検 討 さ
れ る が 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す ご と く 、 定 地 保 管 に お け る 横 並 び の 設 置 状 態 に お い て は 、 側
方 の 間 隔 Ｌ ２ が 狭 く な ら ざ る を 得 な い こ と か ら 、 上 記 と 同 様 の 結 果 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
加 え て 、 従 来 で は 、 モ ニ タ ー 装 置 の 防 振 対 策 は 講 じ ら れ て お ら ず 、 輸 送 時 等 に お い て 生 じ
る 振 動 ・ 衝 撃 が 直 接 モ ニ タ ー 装 置 に 伝 わ っ て し ま い 、 内 部 機 器 の 損 傷 と い っ た 不 具 合 も 生
じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 で は 、 妻 側 （ 前 側 ） 及 び 側 方 い ず れ の 方 向 か ら も 、 モ ニ タ ー パ ネ ル を 正 面
か ら 操 作 で き る よ う に す る と と も に 、 防 振 構 造 を 備 え る モ ニ タ ー 装 置 を 提 案 す る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 は 以 上 の ご と く で あ り 、 次 に 該 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 を
説 明 す る 。
即 ち 、 請 求 項 １ に 記 載 の ご と く 、 コ ン テ ナ に 搭 載 さ れ 、 コ ン テ ナ 室 内 を 冷 却 す る コ ン テ ナ
用 冷 凍 装 置 に お い て 、 冷 凍 装 置 の 温 度 設 定 や 表 示 等 を 行 な う モ ニ タ ー 装 置 を 冷 凍 装 置 の 筐
体 内 に 配 さ れ る モ ニ タ ー 装 置 室 の 上 下 に 、 平 面 視 に お い て 回 動 す る 回 動 機 構 を 備 え 、 該 回
動 機 構 に モ ニ タ ー 装 置 を 取 付 け た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ご と く 、 前 記 回 動 機 構 に お い て 、 モ ニ タ ー 装 置 室 と 枢 結 部 に 、 弾
性 体 を 挟 装 し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ご と く 、 前 記 モ ニ タ ー 装 置 に お い て 、 回 動 機 構 と の 取 付 部 に 、 弾
性 体 を 挟 装 し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ご と く 、 前 記 回 動 機 構 は 、 モ ニ タ ー 装 置 を 所 定 の 向 き に 向 か せ る
位 置 で 回 動 を 規 制 す る 規 制 手 段 を 備 え る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ご と く 、 前 記 規 制 手 段 は 、 規 制 位 置 で の モ ニ タ ー 装 置 の 向 き を 維
持 す る ロ ッ ク 機 構 を 備 え る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 冷 凍 装 置 を 備 え た コ ン テ ナ を 示 す 正 面 図 、 図 ２ は 同 じ く 各 種 カ バ ー を 取 外
し た 状 態 を 示 す 正 面 図 、 図 ３ は 冷 凍 装 置 の フ レ ー ム 外 枠 の 構 成 及 び コ ン テ ナ を 示 す 斜 視 図
、 図 ４ は 冷 凍 装 置 に お け る 冷 気 の 流 れ を 示 す 斜 視 図 、 図 ５ は 冷 凍 装 置 の 左 側 面 図 、 図 ６ は
モ ニ タ ー 装 置 を 配 す る モ ニ タ ー 装 置 室 の 左 側 面 図 、 図 ７ は 同 じ く 正 面 図 、 図 ８ は 同 じ く 底
面 図 、 図 ９ は 前 方 又 は 側 方 よ り モ ニ タ ー 装 置 が 操 作 可 能 で あ る 構 成 を 示 す コ ン テ ナ の 平 面
図 、 図 １ ０ の （ ａ ） は 、 従 来 の コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置 に お け る モ ニ タ ー 装 置 の 配 置 構 成 を 示
す 図 、 （ ｂ ） は 、 定 置 保 管 を し た 場 合 の モ ニ タ ー 装 置 の 配 置 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に 示 す ご と く 、 冷 凍 装 置 １ １ は 、 直 方 体 の コ ン テ ナ １ ０ の 前 面 と な る 妻 側 に 嵌 挿 さ れ
る も の で あ り 、 図 ２ に 示 す ご と く 、 冷 凍 装 置 １ １ の 筐 体 内 部 は 複 数 の 室 に 区 切 ら れ て お り
、 こ れ ら 各 室 に 装 置 類 が 配 設 さ れ て い る 。
そ し て 、 図 ２ に 示 す ご と く の 妻 側 か ら 望 む 正 面 視 に お い て 、 該 冷 凍 装 置 １ １ の 下 部 右 側 は
エ ン ジ ン 室 ６ １ 、 下 部 中 央 は マ フ ラ ー 室 ６ ２ 、 下 部 左 側 は タ ン ク 室 ６ ５ で 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 こ れ ら 下 部 に 配 さ れ る 各 室 の 上 で あ っ て 、 冷 凍 装 置 １ １ の 上 下 略 中 央 右 側 か ら は 、
上 下 に 配 設 さ れ る モ ニ タ ー 装 置 室 ５ ４ と 冷 却 フ ァ ン 室 ６ ４ 、 そ し て 、 制 御 ボ ッ ク ス 室 ６ ６
、 コ ン デ ン サ 室 ６ ３ の 順 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ し て 、 こ れ ら 各 室 は 、 冷 凍 装 置 １ １ の 前 側 （ コ ン テ ナ １ ０ の 室 外 側 、 以 下 同 じ ） に 向 け
て 開 口 さ れ て お り 、 図 １ に 示 す ご と く 、 メ ン テ ナ ン ス 時 以 外 に は 、 エ ン ジ ン 室 開 閉 扉 １ ８
、 タ ン ク ・ マ フ ラ ー 室 カ バ ー １ ５ 、 冷 却 フ ァ ン 室 前 側 カ バ ー １ ７ 、 モ ニ タ ー 装 置 室 前 側 開
閉 蓋 ４ ９ ａ 、 制 御 ボ ッ ク ス 室 カ バ ー １ ３ 、 そ し て コ ン プ レ ッ サ ー 室 カ バ ー １ ９ に よ り 、 前
側 の 開 口 が 閉 じ ら れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 図 ２ に 示 す ご と く 、 冷 凍 装 置 １ １ の 上 部 に は 、 エ バ ポ レ ー タ ー 室 ６ ７ が 構 成 さ れ
て 、 エ バ ポ レ ー タ ー フ ァ ン ２ ・ ２ ・ ・ ・ と エ バ ポ レ ー タ ー ４ と 導 風 ガ イ ド 板 ２ ３ 等 が 配 置
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さ れ て い る 。 そ し て 該 エ バ ポ レ ー タ ー 室 ６ ７ は 、 冷 凍 装 置 １ １ の 後 側 （ コ ン テ ナ １ ０ の 室
内 側 、 以 下 同 じ ） に 向 け て 開 口 さ れ て お り 、 そ の 反 対 側 と な る 前 側 は 、 図 １ に 示 す ご と く
、 メ ン テ ナ ン ス 時 以 外 に は 、 エ バ ポ レ ー タ ー 室 カ バ ー １ ２ に よ り 閉 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 図 ３ に 示 す ご と く 、 こ れ ら 各 室 を 構 成 す る 冷 凍 装 置 １ １ の フ レ ー ム 外 枠 は 、 天 板 ３
５ 、 左 右 側 板 ３ ７ ・ ３ ９ 、 底 面 板 ３ ８ 、 後 面 板 ４ ０ 、 エ バ ポ レ ー タ ー 室 カ バ ー １ ２ に よ り
外 観 を 構 成 し 、 コ ン テ ナ １ ０ の 妻 側 に 着 脱 自 在 に 搭 載 さ れ る ユ ニ ッ ト と し て 一 体 的 に 構 成
さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 図 ４ に 示 す ご と く 、 冷 凍 装 置 １ １ の コ ン テ ナ １ ０ 室 内 側 に お い て は 、 エ バ ポ レ ー
タ ー フ ァ ン ２ ・ ２ ・ ・ ・ に よ り 取 り 込 ん だ 室 内 空 気 を エ バ ポ レ ー タ ー ４ に て 冷 却 し て 冷 気
と し て 、 導 風 ガ イ ド 板 ２ ３ 及 び バ ル ク ヘ ッ ド ５ ８ に よ り 形 成 さ れ た 冷 気 通 路 ８ ２ を 通 し て
、 コ ン テ ナ １ ０ の 凹 凸 床 １ ４ よ り 吹 き だ す こ と に よ り 、 コ ン テ ナ １ ０ 室 内 を 冷 却 す る よ う
に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 が 本 発 明 の 冷 凍 装 置 １ １ の 全 体 構 成 で あ り 、 以 下 、 モ ニ タ ー 装 置 室 ５ ４ に つ い て 説 明
す る 。
該 モ ニ タ ー 装 置 室 ５ ４ は 、 図 １ に 示 す ご と く 、 コ ン テ ナ １ ０ の 妻 側 と な る 前 側 が 前 開 口 ４
９ に よ り 開 放 さ れ る と と も に 、 図 ５ に 示 す ご と く 、 左 側 が 左 側 板 ３ ７ に 形 成 し た 左 開 口 ５
０ に よ り 開 放 さ れ て い る 。 こ れ ら 両 前 開 口 ４ ９ ・ ５ ０ に は 、 そ れ ぞ れ モ ニ タ ー 装 置 室 前 側
開 閉 蓋 ４ ９ ａ ・ モ ニ タ ー 装 置 室 左 側 開 閉 蓋 ５ ０ ｂ の 一 側 が 枢 結 さ れ て お り 、 ま た 、 両 前 開
口 ４ ９ ・ ５ ０ の 上 下 位 置 を 同 一 と し て い る 。
そ し て 、 モ ニ タ ー 装 置 室 ５ ４ の 室 内 に は 、 図 ６ 乃 至 図 ８ に 示 す ご と く 、 回 動 機 構 ７ ０ に て
平 面 視 （ 図 ９ ） 及 び 底 面 視 （ 図 ８ ） に お い て 回 動 可 能 と す る モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ が 配 さ れ て
お り 、 該 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ の モ ニ タ ー パ ネ ル ６ ８ （ 図 ６ ） は 、 正 面 又 は 左 側 に 向 い た 状 態
で 、 前 記 前 開 口 ４ ９ 又 は 左 開 口 ５ ０ よ り 操 作 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 こ の 回 動 機 構 ７ ０ は 、 図 ７ に 示 す ご と く 、 モ ニ タ ー 装 置 室 ５ ４ の 上 壁 ５ ４ ａ 及 び 下
壁 ５ ４ ｂ に 対 し 、 そ れ ぞ れ 弾 性 体 で あ る 防 振 ゴ ム ７ ７ ａ ・ ７ ７ ｂ を 挟 装 し て 回 動 座 上 ７ ８
ａ ・ 回 動 座 下 ７ ８ ｂ の 平 面 視 左 右 中 心 の 後 側 端 部 が 鉛 直 方 向 の 枢 支 軸 に 枢 結 さ れ る と と も
に 、 こ れ ら 回 動 座 上 ７ ８ ａ ・ 回 動 座 下 ７ ８ ｂ の 平 面 視 左 右 中 心 の 前 側 端 部 に お い て 、 モ ニ
タ ー 装 置 ６ ０ の 上 下 板 左 右 中 心 を そ れ ぞ れ 弾 性 体 で あ る 防 振 ゴ ム ７ ９ ａ ・ ７ ９ ｂ を 挟 装 し
て 取 付 け て い る 。
ま た 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ の 後 方 で あ っ て 、 回 動 座 上 ７ ８ ａ ・ 回 動 座 下 ７ ８ ｂ に 側 板 ７ ８ ｃ
・ ７ ８ ｃ を 横 架 し 、 こ れ ら 回 動 座 上 ７ ８ ａ ・ 回 動 座 下 ７ ８ ｂ 、 側 板 ７ ８ ｃ ・ ７ ８ ｃ に よ っ
て 枠 体 を 構 成 し て 剛 性 を 高 め る と と も に 、 防 振 ゴ ム ７ ９ ａ ・ ７ ９ ｂ を 介 し て 回 動 座 上 ７ ８
ａ ・ 回 動 座 下 ７ ８ ｂ に 枢 結 さ れ る モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ の 後 面 を 、 側 板 ７ ８ ｃ ・ ７ ８ ｃ に 当 接
さ せ る よ う に し て 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ の 回 動 座 上 ７ ８ ａ ・ 回 動 座 下 ７ ８ ｂ に 対 す る 回 動 を
規 制 し て い る 。
こ の よ う に 、 回 動 座 上 ７ ８ ａ ・ 回 動 座 下 ７ ８ ｂ 、 側 板 ７ ８ ｃ ・ ７ ８ ｃ に よ り 枠 体 に 構 成 し
た 回 動 機 構 ７ ０ は 、 図 ９ に 示 す ご と く 、 平 面 視 に お い て 回 動 自 在 と し て 、 該 回 動 機 構 ７ ０
の 前 側 に 配 す る モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ を 前 側 ・ 右 側 へ 向 か せ る よ う に 回 動 自 在 と す る の で 、 そ
の 前 面 に 構 成 さ れ た モ ニ タ ー パ ネ ル ６ ８ を 前 記 前 開 口 ４ ９ ・ ５ ０ の い ず れ か の 位 置 と な る
よ う に 自 由 に 動 か す こ と が で き る よ う に な る 。
こ れ に よ り 、 前 開 口 ４ ９ ・ ５ ０ の い ず れ に お い て も 、 即 ち 、 コ ン テ ナ １ ０ の 妻 側 及 び 左 側
の い ず れ の 方 向 か ら も モ ニ タ ー パ ネ ル ６ ８ を 操 作 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
さ ら に 、 上 記 回 動 機 構 ７ ０ に お い て 、 モ ニ タ ー 装 置 室 ５ ４ と の 枢 結 部 に 、 防 振 ゴ ム ７ ７ ａ
・ ７ ７ ｂ が 挟 装 さ れ て い る こ と か ら 、 モ ニ タ ー 装 置 室 ５ ４ の 上 下 壁 ５ ４ ａ ・ ５ ４ ｂ か ら の
回 動 機 構 ７ ０ へ の 振 動 は 、 防 振 ゴ ム ７ ７ ａ ・ ７ ７ ｂ に よ り 吸 収 さ れ 、 ま た 、 前 記 モ ニ タ ー
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装 置 ６ ０ に お い て は 、 回 動 機 構 ７ ０ と の 取 付 部 に 、 防 振 ゴ ム ７ ９ ａ ・ ７ ９ ｂ が 挟 装 さ れ て
い る こ と か ら 、 回 動 機 構 ７ ０ か ら モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ へ の 振 動 は 、 防 振 ゴ ム ７ ９ ａ ・ ７ ９ ｂ
に よ り 吸 収 さ れ る た め 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ へ の 振 動 が 吸 収 さ れ 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ 内 の 電
装 部 品 や 結 線 部 の 破 損 、 更 に は 、 接 続 不 良 と い っ た 不 具 合 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る
。 尚 、 弾 性 体 に は 、 防 振 ゴ ム ７ ７ ａ ・ ７ ７ ｂ ・ ７ ９ ａ ・ ７ ９ ｂ の 変 わ り に 弾 性 樹 脂 を 用 い
て も よ く 、 ま た 、 弾 性 バ ネ を 挟 装 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 図 ８ に 示 す ご と く 、 前 記 回 動 機 構 ７ ０ に お い て 、 回 動 座 下 ７ ８ ｂ の 下 面 に は 、 係 止
部 ２ ４ ａ ・ ２ ４ ｂ が 左 右 二 箇 所 に 固 設 さ れ る 一 方 、 モ ニ タ ー 装 置 室 ５ ４ の 下 壁 ５ ４ ｂ 上 に
は 、 回 動 規 制 ス ト ッ パ ２ ５ ａ ・ ２ ５ ｂ が 、 そ れ ぞ れ 前 記 前 開 口 ４ ９ 側 、 左 開 口 ５ ０ 側 の ９
０ 度 回 転 し た 位 置 に 固 設 す る こ と に よ り 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ を 所 定 の 向 き に 向 か せ る 位 置
で 回 動 を 規 制 す る 規 制 手 段 が 備 え ら れ て い る 。
こ れ に よ り 、 前 記 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ を 前 側 に 回 動 さ せ た 際 に は 、 係 止 部 ２ ４ ａ は 、 回 動 規
制 ス ト ッ パ ２ ５ ａ に 当 接 し 、 モ ニ タ ー パ ネ ル ６ ８ を 前 側 に 向 か せ る 位 置 で 回 動 が 規 制 さ れ
る 一 方 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ を 左 側 に 回 動 さ せ た 際 に は 、 係 止 部 ２ ４ ｂ は 、 回 動 規 制 ス ト ッ
パ ２ ５ ｂ に 当 接 し 、 モ ニ タ ー パ ネ ル ６ ８ を 左 側 に 向 か せ る 位 置 で 回 動 が 規 制 さ れ る 。
こ の よ う に し て 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ は 、 前 開 口 ４ ９ ・ 左 開 口 ５ ０ の 位 置 で 回 動 が 規 制 さ れ
、 モ ニ タ ー パ ネ ル ６ ８ が 外 側 （ 反 コ ン テ ナ 室 内 側 ） 、 即 ち 、 前 開 口 ４ ９ ・ 左 開 口 ５ ０ に 向
く よ う に す る こ と に よ り 、 前 開 口 ４ ９ ・ 左 開 口 ５ ０ か ら 容 易 に モ ニ タ ー パ ネ ル ６ ８ を 操 作
す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 図 ６ に 示 す ご と く 、 規 制 位 置 で の モ ニ タ ー 装 置 の 向 き を 維 持 す る ロ ッ ク 機 構 を 備
え る も の で あ り 、 該 ロ ッ ク 機 構 は 、 前 記 係 止 部 ２ ４ ａ ・ ２ ４ ｂ に お け る 、 回 動 規 制 ス ト ッ
パ ２ ５ ａ ・ ２ ５ ｂ に 当 接 す る 側 に 、 磁 石 ２ ６ ａ ・ ２ ６ ｂ を 取 付 け 、 前 開 口 ４ ９ ・ 左 開 口 ５
０ の 位 置 に お い て 、 該 磁 石 ２ ６ ａ ・ ２ ６ ｂ の 磁 力 に よ り 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ を 固 定 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。
こ れ に よ り 、 ク レ ー ン 等 に よ る 積 み 下 ろ し 時 に お い て 、 コ ン テ ナ １ ０ が 傾 く よ う な こ と が
あ っ て も 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ は 、 前 開 口 ４ ９ ・ 左 開 口 ５ ０ の 位 置 に お い て 固 定 さ れ る た め
、 不 必 要 な 回 動 に よ る モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ 内 部 装 置 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、
輸 送 時 に お い て も モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ が 揺 れ 動 く こ と が な く 、 内 部 の 機 器 の 損 傷 を 防 ぐ こ と
が で き る 。 尚 、 前 記 磁 石 ２ ６ ａ ・ ２ ６ ｂ は 、 ス ト ッ パ ２ ５ ａ ・ ２ ５ ｂ 側 に 取 付 け る 構 成 と
し て も よ く 、 本 実 施 例 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
ま た 、 磁 石 ２ ６ ａ ・ ２ ６ ｂ の 磁 力 に よ る 固 定 と し て い る た め 、 係 止 部 ２ ４ ａ ・ ２ ４ ｂ が 回
動 規 制 ス ト ッ パ ２ ５ ａ ・ ２ ５ ｂ に 当 接 し た 際 に は ロ ッ ク さ れ 、 一 方 、 モ ニ タ ー 装 置 ６ ０ に
磁 力 よ り も 大 き な 力 を 加 え る こ と で 、 ロ ッ ク を 解 除 す る こ と が で き 、 回 動 操 作 の 操 作 性 も
良 好 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 以 上 の ご と く 構 成 し た の で 、 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る の で あ る 。 即 ち 、 請 求 項 １
に 記 載 の ご と く 、 コ ン テ ナ に 搭 載 さ れ 、 コ ン テ ナ 室 内 を 冷 却 す る コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置 に お
い て 、 冷 凍 装 置 の 温 度 設 定 や 表 示 等 を 行 な う モ ニ タ ー 装 置 を 冷 凍 装 置 の 筐 体 内 に 配 さ れ る
モ ニ タ ー 装 置 室 の 上 下 に 、 平 面 視 に お い て 回 動 す る 回 動 機 構 を 備 え 、 該 回 動 機 構 に モ ニ タ
ー 装 置 を 取 付 け た の で 、 コ ン テ ナ の 複 数 の 方 向 か ら モ ニ タ ー パ ネ ル を 操 作 で き る よ う に な
る
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ご と く 、 前 記 回 動 機 構 に お い て 、 モ ニ タ ー 装 置 室 と 枢 結 部 に 、 弾
性 体 を 挟 装 し た の で 、 モ ニ タ ー 装 置 へ の 振 動 が 吸 収 さ れ 、 モ ニ タ ー 装 置 内 の 電 装 部 品 や 結
線 部 の 破 損 、 更 に は 、 接 続 不 良 と い っ た 不 具 合 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ご と く 、 前 記 モ ニ タ ー 装 置 に お い て 、 回 動 機 構 と の 取 付 部 に 、 弾
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性 体 を 挟 装 し た の で 、 モ ニ タ ー 装 置 へ の 振 動 が 吸 収 さ れ 、 モ ニ タ ー 装 置 内 の 電 装 部 品 や 結
線 部 の 破 損 、 更 に は 、 接 続 不 良 と い っ た 不 具 合 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ご と く 、 前 記 回 動 機 構 は 、 モ ニ タ ー 装 置 を 所 定 の 向 き に 向 か せ る
位 置 で 回 動 を 規 制 す る 規 制 手 段 を 備 え る の で 、 モ ニ タ ー 装 置 は 、 所 定 の 位 置 で 回 動 が 規 制
さ れ 、 モ ニ タ ー 装 置 の モ ニ タ ー パ ネ ル を 外 側 （ 反 コ ン テ ナ 室 内 側 ） へ 向 か せ る よ う に し て
、 操 作 を 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ご と く 、 前 記 規 制 手 段 は 、 規 制 位 置 で の モ ニ タ ー 装 置 の 向 き を 維
持 す る ロ ッ ク 機 構 を 備 え る の で 、 ク レ ー ン 等 に よ る 積 み 下 ろ し 時 に お い て 、 コ ン テ ナ が 傾
く よ う な こ と が あ っ て も 、 モ ニ タ ー 装 置 の 向 き が 維 持 さ れ る の で 、 不 必 要 な 回 動 に よ る モ
ニ タ ー 装 置 内 部 装 置 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 輸 送 時 に お い て も モ ニ タ ー 装
置 が 揺 れ 動 く こ と が な く 、 内 部 の 機 器 の 損 傷 が 防 が れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 冷 凍 装 置 を 備 え た コ ン テ ナ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 各 種 カ バ ー を 取 外 し た 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 冷 凍 装 置 の フ レ ー ム 外 枠 の 構 成 及 び コ ン テ ナ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 冷 凍 装 置 に お け る 冷 気 の 流 れ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 冷 凍 装 置 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 モ ニ タ ー 装 置 を 配 す る モ ニ タ ー 装 置 室 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 じ く 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 じ く 底 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 前 方 又 は 側 方 よ り モ ニ タ ー 装 置 が 操 作 可 能 で あ る 構 成 を 示 す コ ン テ ナ の 平 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 、 従 来 の コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置 に お け る モ ニ タ ー 装 置 の 配 置 構 成 を 示 す
図 、 （ ｂ ） は 、 定 置 保 管 を し た 場 合 の モ ニ タ ー 装 置 の 配 置 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 コ ン テ ナ
１ １ 　 　 コ ン テ ナ 用 冷 凍 装 置
６ ０ 　 　 モ ニ タ ー 装 置
７ ０ 　 　 回 動 機 構
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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